
 

 

 

 

 
 

いじめノックアウト！！ 
４月に児童会執行部から出されたいじめノックアウト宣言「湯本っこふわふわ言葉をわすれずに」

を受けて、各学級での具体目標を決めて、いじめのない学校を全校児童でめざしています。６月３

日に行なわれた児童朝会では、各学級のいじめをなくすための目標を発表し合いました。子ども達

一人一人が常に意識しながら生活し、いじめのない学校をめざしてほしいと思います。以下、各学

級のいじめノックアウト宣言をご紹介します。 

 

 

 

学年学級 いじめノックアウト宣言 

１年１組 ①ふわふわことばをたくさんつかいます。 

②ほかのがくねんにもふわふわことばをつかいます。 

２年１組 ①ふわふわことばをつかう。 

②くん、ちゃん、さんをつけてともだちをよぶ。（よびすてをしない。） 

３年１組 ①ともだちの物をとらない。 

②ともだちにちょっかいをかけず、やめてと言われたらやめる。 

４年１組 だれにでも同じたいどで話す。 

５年１組 ①ちくちく言葉を言わない。 

②よびすてをしない。 

６年１組  相手の気持ちを考えて、仲間はずれにしない。 

ゆりの木１組 ①相手のきもちを考えて、なかまはずれをしない。 

②よびすてをせず、「ちゃん」「さん」でよぶ。 

ゆりの木２組 ①チクチク言葉を言わない。 

②よびすてをしない。 

ゆりの木３組 ①ちくちく言葉は言わない。 

②ふわふわ言葉を言う。 

ゆりの木４組 ①ふわふわことばをつかう。 

②「くん」「ちゃん」「さん」をつけてよぶ。 

 

 

学校教育目標 

「心豊かで 

たくましく生きる 
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湯本小学校いじめ防止基本方針について【概要版】 

 本校では、いじめ防止基本方針を設定しています。安全・安心な学校を目指し、一人一人の子ども達が人権を

守られる中で、生き生きと学校生活を送ることができるよう法的根拠に基づいて作成されているものです。いじ

めの未然防止・早期発見・早期対応に徹し、根絶に向けて取り組んでいきます。ここでは、紙面の都合上、概要

について、皆様にお知らせしたいと存じます。 

１ 基本的な考え方 

（１）定義（いじめ防止対策推進法：第２条） 

「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定に人的

関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を考える行為（インターネットを通じて行われるもの

を含む）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。 

＊本校では、「いじめを受けた」という児童の訴えを真摯に受け止め、いじめを受けた児童の立場に立って対

応に当たる。また、いじめにあたらないと思われる軽微な出来事にも、積極的に指導にあたり、意識の高

揚を図る。 

（２）いじめに対する基本姿勢 

・いじめはどの児童にも、どの学校にもおこりうるものである。 

・いじめは人権侵害であり、人として決して許される行為ではない。 

・いじめは大人には気付きにくいところで行われることが多く、発見しにくい。 

・いじめはいじめられる側にも問題があるという見方は間違っている。 

・いじめはその行為の態様により、暴行、恐喝、強要等の刑罰法規に抵触する。 

・いじめは教職員の児童観や指導の在り方が問われる問題である。 

・いじめは家庭教育の在り方にも大きな関わりをもっている。 

・いじめは学校、家庭、地域社会等全ての関係者がそれぞれの役割を担い解決に当たる。 

２ 組織（いじめ防止対策推進法：第２２条） 

（１）名称  いじめ防止対策委員会 

（２）構成員 校長 副校長 生徒指導主事 教育相談担当 養護教諭 担任 

       必要に応じて構成員以外の関係者の招集 

（３）開催  定例会（毎月） 臨時部会等 

３ 未然防止・早期発見・早期対応の年間計画の一部 

  日常の指導を大切にする。温かな学級つくりやわかる授業、道徳や特別活動など学校生活の全ての場におい

て、思いやりの心や一人ひとりがかけがえのない存在であるといった命を大切にする心、自尊感情や自己肯定

感、自己有用感を育んでいく。 

  年間計画の中に 

・生活実態アンケート 

・児童アンケート 

・教育相談月間 

・児童主体によるいじめノックアウト宣言とその取組     

・かがやき運動等 

 を位置づけ、全教職員で未然防止に取り組む。 

  いじめが発見された場合には、危機意識をもって迅速に対応する。事実確認を行い、保護者の理解や協力を

得ながら指導にあたり、必要に応じて関係機関との連携を図り解決に向かう。 

  相手の存在を互いに認め合い、多様性を学びながら、誰とでも温かな人間関係を築いていくことができるよ

う努めて参ります。 

今後も、保護者の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 


